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１．概要（Summary） 

単層カーボンナノチューブ (CNT)は，機械，光学，電

気，熱的に優れた性質を持っており，太陽電池などへの

応用が進んでいる．CNT は界面により物性が変調する可

能性があり，CNT を用いたデバイス設計の設計をする際, 

基板上に接した状態での CNT の熱物性を知る必要があ

るが，従来これは測られていない．そのため，本研究では，

基板上における孤立単層 CNT の熱伝導率を測定するデ

バイス構造を作製することを目的とする． 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
超高速大面積電子線描画装置 
マスク・ウエーハ自動現像装置群 
光リソグラフィ装置 MA-6  
 
【実験方法】 

超高速大面積電子線描画装置,マスク・ウエーハ自動

現像装置群によりフォトマスクを作製した．水晶基板上に

縦幅 2 µm，横幅 4～10 µm の触媒を複数配置した．この

触媒から化学気相成長法により孤立した水平配向 CNT
を合成した．合成したこれらを PMMA 膜により SiO2/Si
基板上に転写した．この基板上に電極を多数配置した．

配置した電極 12 本につき，同時に一組のアラインメントマ

ークを配置した．複数の電極に接している 1 本の CNT の

みが接している箇所について，ラマン散乱スペクトルを測

定した．また，G-bandが観測できた CNTに接している電

極に対し，500 µm 角の電極を配置し配線した．触媒と電

極の作製はフォトリソグラフィ装置と真空蒸着装置（自前）

により行った． 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 孤立した長さ100 µm以上のCNTを合成することに成功

した．１本のCNTのみが基板上で 4本以上の電極に接し

ている構造を７個作製することに成功した．これらの CNT
について波長 633 nm の単色光を用いてラマン散乱スペ

クトルを測定したところ，2 本の CNT から G-band を観測

できた． 
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Figure 1: (a)SEM image and (b)Raman spectra 
of isolated single-walled CNT on several 
electrodes. 


